
【様式 11-2】 
留年・修業年限超過者特別事由書 

 

令和  年  月  日 

九州大学 
               学部(府)長 殿 

   年  月 入学・編入学 
                         学部・学府      学科・専攻      

       学生番号                   

       氏名（署名）                 
                               
 私は，留年・修業年限超過者ですが，次の事由（病気・留学・大学院の論文作成・その他）により，

特別な事由に該当する者と認めていただきますようお願いします。 

 

【休学及び留学期間】 
休 学 ・ 留 学 平成・令和  年  月  日～平成・令和  年  月  日 
休 学 ・ 留 学 平成・令和  年  月  日～平成・令和  年  月  日 
休 学 ・ 留 学 平成・令和  年  月  日～平成・令和  年  月  日 

※休学及び留学による留年・修業年限超過者については，上記に当該期間を記載すること。 
 
【留年・修業年限超過となった事由の詳細】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【指導教員又はクラス指導教員の推薦所見】 
 
 
 
卒業（修了）見込：令和 5 年度後期（  ） 令和 6 年度前期（  ） 

指導教員又はクラス指導教員署名               

 ※本事由書作成の前に裏面を必ず読んでください。 
※申請者は，事由の詳細を記載のうえ，指導教員（指導教員が決定していない場合は，クラス指導教員） 

の確認を受けた後，推薦所見・署名を記入してもらい，願書と一緒に提出すること。 
 なお，休学及び留学による留年・修業年限超過者については，推薦所見・署名は必要ありません。 

また，上記事由が特別な事由に該当しないと学生支援委員会が判定した場合は，認められません。   
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【様式 11-2】 
留年・修業年限超過者特別事由書 

 

令和 ５年 ８月 ２２日 

九州大学 
               学部(府)長 殿 

2020 年 4 月 入学・編入学 
                        〇〇学部・学府 〇〇学科・専攻      

       学生番号    3AB20〇〇〇A       

       氏名（署名）   九大 太郎         
                               
 私は，留年・修業年限超過者ですが，次の事由（病気・留学・大学院の論文作成・その他）により，

特別な事由に該当する者と認めていただきますようお願いします。 

 

【休学及び留学期間】 
休 学 ・ 留 学 平成・令和  年  月  日～平成・令和  年  月  日 
休 学 ・ 留 学 平成・令和  年  月  日～平成・令和  年  月  日 
休 学 ・ 留 学 平成・令和  年  月  日～平成・令和  年  月  日 

※休学及び留学による留年・修業年限超過者については，上記に当該期間を記載すること。 
 
【留年・修業年限超過となった事由の詳細】 
  
 
 
 
 
 
 
【指導教員又はクラス指導教員の推薦所見】 
 ・〇〇さんは、優秀な学生であり、学会で賞を受賞するなどの高い評価を受けている。ただ、□□の

ような高度な最先端技術の研究に取り組んでいるため、研究結果に不確かな部分が多く、研究期間を

延長することにより、より良い研究結果が望めるため、在学期間を 1 年延長することとなった。 
 なお、論文作成に必要な結果はすべて揃っているため、以下のとおり今年度中の修了が見込まれる。  

卒業（修了）見込：令和 5 年度後期（ 〇 ） 令和 6 年度前期（   ） 

指導教員又はクラス指導教員署名 △△  △△   

 ※本事由書作成の前に裏面を必ず読んでください。 
※申請者は，事由の詳細を記載のうえ，指導教員（指導教員が決定していない場合は，クラス指導教員） 

の確認を受けた後，推薦所見・署名を記入してもらい，願書と一緒に提出すること。 
 なお，休学及び留学による留年・修業年限超過者については，推薦所見・署名は必要ありません。 

また，上記事由が特別な事由に該当しないと学生支援委員会が判定した場合は，認められません。   

〇事由が「大学院の論文作成」の場合は、裏面の「(4)大学院学生の論文作成」を確認の上、

以下について具体的に記入してください。 
・研究内容（簡潔で構いません。） 
・昨年度に修了できなかった・しなかった理由 
・現在の研究状況及び大学論文の申請要件からみて今年度で修了が見込まれる状況 等 

該当するものに○を付けてく

ださい。 


